
■マップから分かる調査範囲の特徴■マップから分かる調査範囲の特徴

▼諏訪湖や上諏訪温泉などの影響により、地下水位が高く、温泉湧出地域では地下水温が高い

など、諏訪市特有の水理地質環境が明らかになりました。

▼熱交換井（地中熱利用のために使用する井戸）は、暖房用で深さ100mと50m、冷房用で深

さ15m（地中温度が高いため浅い層）と仮定して、それぞれで冷暖房期間中の熱交換量の最大値

（期間最大値）と平均値（期間平均値）を評価しました。

▼熱交換井１ｍあたりの熱交換量の最大値は、一般的な値で30～70W/m程度とされています。

本調査範囲の熱交換量の期間最大値は下記のとおりです。

（１）暖房用熱交換井100m：概ね一般的な値になっています。地下水温度が高い温泉湧出

地域は、高い値になっています。

（２）暖房用熱交換井 50m：概ね一般的な値ですが、100mの場合よりも値は小さくなっ

ています。

（３）冷房用熱交換井 15m：概ね一般的な値になっています。地中温度が高い温泉湧出地

域でも同様です。

■注意事項など■注意事項など

▼地中熱利用潜在量を決定する自然要素には「地表の高さ」「地層の物性」「地下水位」「地

下水の流速」「地下水温」などの地下環境があり、これらを調査・解析し（図１） 、クロー

ズドループ方式のヒートポンプシステム（図２）を対象にして評価しています。

▼本マップは別紙の「諏訪市地中熱利用潜在量マップの作成条件」（※必ずご覧ください） により

システム運転シミュレーションを実施し、100m×100mの範囲ごとに推計した推計値で

すので、実際の状況とは異なることにご留意ください。

▼本マップは、今後行われる調査等によって明らかになった地質情報等を反映させることで、

より良いものに更新ができる成長型マップとなっています。

▼調査結果の詳細については「平成27年度諏訪市地中熱利用潜在量等調査 成果報告書（概要

版）」をご覧ください。

図２ 地中熱ヒートポンプシステム
（地中熱利用促進協会作成）

手順１．自然条件の把握

①地表の高さ ②地層の物性

③地下水位 ④地下水流速

⑤地下水温

手順２．評価のための情報解析

Ａ地下水の飽和状態

Ｂみかけの熱伝導率

Ｃ体積熱容量

Ｄ地下水流速 Ｅ地下水温

手順３．諸条件により運転シミュレー

ション。算出した近似式で評価。
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図１ 地中熱利用潜在量を決定する要素と評価手順

諏訪市地中熱利用潜在量マップについて
長野県地域発元気づくり支援金活用事業

諏訪市地中熱利用潜在量マップについて
長野県地域発元気づくり支援金活用事業

▼諏訪市は、二酸化炭素排出量の削減目標を設定した諏訪市地球温暖化対策実行計画を定め、

目標達成に向けた各種施策を展開していますが、その一つとして、高温であることが指摘さ

れている地中熱の利用を推進しています。

▼地中熱の導入を検討するには、「その場所でどれだけ効率的に地中熱を利用できるか」を把

握することが大切です。

▼そこで、「その場所でどれだけ効率的に地中熱を利用できるか＝地中熱利用潜在量」につい

て、熱交換量(※用語解説参照) を指標に用いて評価し、市内平坦部（標高約800m以下）で地中熱利

用潜在量マップを作成しました。
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